
私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

【会 場】 アバンセ 3階 美術工芸室（佐賀市天神三丁目2-11）

【対 象】 関心のある女性 【定 員】 20名程度（定員になり次第締切）

【一時保育】 生後6か月から就学前まで・若干名、①は2/5（水）、②は2/26（水）までに要申込み・無料

【申込方法】 アバンセホームページの申込フォーム、または電話、FAX、アバンセ窓口にてお申し込みください。

暮らしのなかで「○○だから」にモヤモヤ感じること、ありませんか？

無意識の思い込みや決めつけに気づき、

「わたしらしさ」や「わたしらしい生き方」を探しましょう！

おいしいコーヒーや新しい本との出会いとともに、

「わたしらしさ」を大切にするためのセミナーです。

カリスマ書店員p r e s e n t s
国際女性デーに読みたいイチオシの本
3/8国際女性デーに読みたいオススメの本と一緒に、
身近なジェンダー課題について学びます。

【 講義 】

矢内 琴江さん（長崎大学ダイバーシティ推進センター 副センター長）

【 本の紹介 】

本間 悠さん（佐賀之書店 店長）

② 3 /8 （ 土 ）

13:30～15:30
年収の壁って
何が課題？

コーヒーと一緒に「わたしらしさ」を考える
おいしいドリップバッグコーヒーの淹れ方のコツを学び、コーヒーを片手に、
「わたしらしさ」や「わたしらしい生き方」を考えます。

【 講義 】

矢内 琴江さん（長崎大学ダイバーシティ推進センター 副センター長）

【 コーヒーの淹れ方と活動紹介 】

諸石 紋子さん（自家焙煎珈琲goen 店主）

① 2/15（土）
13:30～15:30

「女性＝家事」
これってあたりまえ？

令和6年度

女性のための

エンパワーメントセミナー

佐賀県立男女共同参画センター(アバンセ)

〒840-0815 佐賀市天神三丁目2-11

TEL 0952-26-0011 FAX 0952-25-5591 メール danjo@avance.or.jp

申込・
問い合わせ

ホームページはこちら



送信先：アバンセ事業部 FAX 0952-25-5591 ※FAXの場合は切り取らずにこのまま送信してください

令和6年度 女性のためのエンパワーメントセミナー 参加申込書

（ふりがな）
氏名

お住まいの
市町

電話番号

メールアドレス
※danjo@avance.or.jpから受信できる

ように受信設定をお願いします。

参加希望日時 □ ① 2/15（土）13:30～15:30 □ ② 3/8（土）13:30～15:30

一時保育
(6カ月～就学前、若干名)

※①は2/5（水）、②は2/26（水）
までに要申込み

不要 お子さんの名前（ふりがな）・年齢 お子さんの名前（ふりがな）・年齢

申込（右欄も記入）
（ 歳 か月） （ 歳 か月）

※天候や感染症の流行等によっては、事業を中止または変更する場合があります。
※この受講者募集に伴い収集した個人情報は、講座運営のためにのみ使用し、それ以外の目的に使用することはありません。
※本事業の様子を撮影した写真等は、アバンセのホームページ等に掲載させていただく場合がありますので、予めご了承ください。

みなさんのご紹介
私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

3月8日は「国際女性デー」

毎年、3月8日は、女性の権利と世界平和をめざす「国際女性デー（国際女性の日）」です。女性の
政治的、経済的分野へのさらなる参加を目的に、国際婦人年である1975年3月8日に国連で定められ、
その後、1977年の国連総会で決議されました。これまでの前進を振り返り、変革を呼びかけ、国や社
会の歴史上すばらしい役割を果たした一般の女性たちの勇気と決断を称える日です。

information

令和6年度 女性のためエンパワーメントセミナー

矢内 琴江さん
（長崎大学ダイバーシティ推進センター 副センター長（准教授）／コーディネーター）

博士（文学）。専門は、社会教育学、フェミニスト・スタディーズ、地域研究（カナダ・ケベック州）。
性差別をはじめとするさまざまな差別の克服をめざすコミュニティの学習をどのようにコーディネート
するのかを研究。これまで、カナダのフェミニズムアート・ギャラリー、民衆教育者やコミュニティ・オーガ
ナイザーの学習グループ、先住民族女性たちの支援などの実践を研究してきた。ジェンダー、セクシュア
リティ、多様性に関する学習の場づくりや研修を組織をしながら、ふり返りを大事にした研究をしている。
主な業績は、単著『性差別を克服する実践のコミュニティ—ケベック州のフェミニズムに学ぶ』（明石書店、
2024年）、単訳『ケベックのフェミニズムー若者に語り伝える物語』（ミシュリンヌ・デュモン著、春風社、
2023年）、共著『ジェンダーのとびらを開こうー自分らしく生きるために』（大和書房、2022年）。

やうち ことえ ①② 講義

諸石 紋子さん（自家焙煎珈琲goen 店主）

2016年に地元白石町にて自家焙煎珈琲goenを開店。
2016年から仲間と地域づくり団体「さくらむすび」の活動を始め、まちづくりにも参画。「さくらむす
び」として令和3年度「佐賀さいこう表彰 自発の地域づくり部門」を受賞し、お店は、その活動拠点と
なっている。また、お店としては2020年から佐賀県の環境保全活動であるチーム森川海人っプロジェ
クトにも参加。佐賀県のプラスチック削減への取り組みチームプラスマさがにも登録。今年から環境にも
やさしい、自ら育てたライ麦ストローの使用も始めた。

もろいし あやこ ① コーヒーの淹れ方と活動紹介

本間 悠さん（佐賀之書店 店長）

1979年生まれ、北海道室蘭市出身佐賀市在住。
2015年より明林堂書店南佐賀店で勤務し、手作りしていた売り場ディスプレイやPOPが話題となり、
全国の書店員・出版社関係者から「カリスマ書店員」と呼ばれるように。地元情報番組へのテレビ出演、
新聞・雑誌への書評執筆などを行いながら、2023年には佐賀の玄関口となる佐賀駅の書店・佐賀之書
店の店長に就任。本と読書の魅力を広く発信するホンフルエンサーとして活動中。

ほんま はるか ② 本の紹介


